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政
府
は
１１
月
７
日
、
首
相
官
邸

で
「
国
・
地
方
の
定
期
意
見
交
換

会
」
を
初
め
て
開
催
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
１０
月
２６

日
、
閣
僚
懇
談
会
の
場
で
福
田
康

夫
首
相
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
開
催
さ
れ
た
も
の
。
１０
月

１
日
に
行
わ
れ
た
福
田
首
相
の
所

信
表
明
演
説
の
中
で
も
、
国
と
地

方
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
方

針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

地
方
側
か
ら
は
本
会
会
長
の
藤

田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
の
代
表

が
出
席
。
政
府
側
か
ら
は
、
町
村

信
孝
・
官
房
長
官
、
増
田
寛
也
・

総
務
相
（
地
方
分
権
改
革
、
地
方

再
生
、
道
州
制
担
当
）
、
額
賀
�

志
郎
・
財
務
相
、大
田
弘
子
・
経
済

財
政
政
策
担
当
相
ら
が
出
席
し
、

国
と
地
方
に
係
わ
る
重
要
政
策
課

題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
地
方
税

財
政
等
」
に
つ
い
て
。
藤
田
会
長

は
、
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
地
方
交
付
税
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
た
結

果
、
地
方
の
財
政
力
格

差
が
拡
大
し
た
と
指

摘
。
そ
の
う
え
で
「
地

方
交
付
税
の
財
源
保
障

及
び
財
政
調
整
機
能
の

強
化
が
不
可
欠
」
と
訴

え
、
平
成
２０
年
度
政
府

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
地
方
交
付
税
を
増

額
す
る
よ
う
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
地
方
側
か

ら
「
第
二
期
地
方
分
権

改
革
の
推
進
」
「
地
域

の
活
性
化
」「『
地
方
交

付
税
の
復
元
』
を
は
じ

め
と
し
た
地
方
税
財
源

の
充
実
」
な
ど
に
関
す

る
要
望
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
増
田
総
務
相
は
▽

地
方
交
付
税
確
保
へ
の
配
慮
▽
法

人
２
税
の
偏
在
是
正
▽
地
方
消
費

税
の
充
実
―
―
が
必
要
と
の
認
識

を
示
し
た
。
ま
た
額
賀
財
務
相
は

「
消
費
税
は
貴
重
な
社
会
保
障
財

源
で
あ
り
、
地
方
消
費
税
の
増
額

は
困
難
」
と
述
べ
た
。

本
会
の
藤
田
会
長
は
じ
め
地
方

六
団
体
の
代
表
は
１１
月
７
日
、
東

京
・
都
道
府
県
会
館
で
第
１
回

「
地
方
公
営
企
業
等
金
融
機
構
発

起
人
会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
発
起
人
会
は
、
同
金

融
機
構
の
平
成
２０
年
１０
月
１

日
の
業
務
開
始
に
向
け
、
合

議
機
関
と
し
て
組
織
す
る
も

の
。
地
方
六
団
体
の
会
長
６

人
で
構
成
さ
れ
る
。

会
議
で
は
、
規
約
を
決
定

し
た
の
ち
「
代
表
」
「
代
表

代
理
」を
選
任
。
そ
の
結
果
、

代
表
に
は
麻
生
渡
・
全
国
知

事
会
会
長
、
代
表
代
理
に
は

佐
竹
敬
久
・
全
国
市
長
会
会

長
と
山
本
文
男
・
全
国
町
村
会
会

長
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
発
起
人
を
補
佐
す
る
設

立
委
員
も
選
任
。
そ
の
結
果
、
伊

藤
祐
一
郎
・
鹿
児
島
県
知
事
、
岡

村
幸
四
郎
・
埼
玉
県
川
口
市
長
、

近
藤
�
光
・
愛
知
県
幸
田
町
長
が

就
任
し
た
。

機
構
設
立
に
向
け
た
事
務
を
執

り
行
う
設
立
準
備
室
も
設
置
。
室

長
以
下
６
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

地
方
自
治
体
や
地
方
六
団
体
の
職

員
を
充
て
た
。

同
金
融
機
構
は
、
現
行
の
公
営

企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
、
「
上
下

水
道
」
「
交
通
」
な
ど
各
事
業
で

地
方
自
治
体
が
必
要
と
す
る
長
期

・
低
利
の
事
業
資
金
の
提
供
機
能

を
担
う
こ
と
と
な
る
。

本
会
は
じ
め
地
方
六
団
体
の
代

表
は
１１
月
７
日
、
自
民
党
本
部
で

開
か
れ
た
「
総
務
部
会
・
地
方
行

政
調
査
会
・
法
務
・
自
治
関
係
団

体
委
員
会
合
同
会
議
」に
出
席
し
、

平
成
２０
年
度
の
税
制
改
正
に
向
け

た
要
望
を
行
っ
た
。

本
会
か
ら
は
藤
田
会
長
（
広
島

市
議
会
議
長
）
が
出
席
し
、
地
方

の
税
財
政
基
盤
確
立
の
た
め
、
国

と
地
方
の
税
源
配
分
を
ま
ず
は
５

対
５
と
す
る
こ
と
な
ど
税
制
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
要
望
し
た
。
ま

た
、
地
方
道
路
譲
与
税
や
自
動
車

重
量
譲
与
税
等
の
市
町
村
へ
の
配

分
割
合
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
地

方
道
路
目
的
財
源
の
充
実
強
化
を

図
る
よ
う
求
め
た
。

自
民
党
か
ら
は
、
吉
田
六
左
ェ

門
・
総
務
部
会
長
は
じ
め
河
野
太

郎
・
組
織
本
部
法
務
・
自
治
関
係

団
体
委
員
長
ら
関
係
国
会
議
員
が

出
席
し
た
。
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国
と
地
方
が
重
要
課
題
で

初初
のの
定定
期期
意意
見見
交交
換換
会会

税税
制制
のの
抜抜
本本
的的
見見
直直
しし
をを

自
民
合
同
会
議
で
要
望

公
営
企
業
金
融
機
構
設
立
へ

第
１
回
発
起
人
会
開
く

意見交換会に出席した政府側代表（上写真）と藤田
本会会長（下写真右から２人目）はじめ六団体代表

発起人会出席の藤田会長（右）

大竹 邦実
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第
２６
回
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
（
委
員
長
�
丹
羽
宇
一
郎
・

伊
藤
忠
商
事
会
長
）が
１１
月
２
日
、

東
京
・
日
本
自
転
車
会
館
で
開
か

れ
、
地
方
六
団
体
代
表
と
意
見
交

換
し
た
ほ
か
、
１１
月
中
に
も
ま
と

め
ら
れ
る
予
定
の
「
中
間
的
な
取

り
ま
と
め
」
作
成
に
向
け
て
本
格

的
な
討
議
を
開
始
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
地
方
六
団
体
を

代
表
し
出
席
し
た
麻
生
渡
・
全
国

知
事
会
会
長
が
意
見
陳
述
。
分
権

改
革
の
理
念
に
つ
い
て
「
地
方
の

視
点
か
ら
の
分
権
」
の
み
で
な
く

「
国
全
体
の
視
点
か
ら
の
分
権
」

が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
国
と
地
方
の
税
財
源
の

配
分
に
つ
い
て
、
現
行
の
６
対
４

か
ら
中
長
期
的
に
５
対
５
を
目
指

す
意
欲
を
改
め
て
示
し
た
う
え

で
、
税
財
源
移
譲
後
の
地
方
間
格

差
是
正
に
つ
い
て
も
言
及
。
「
地

方
消
費
税
の
制
度
を
絡
ま
せ
て
是

正
を
図
る
べ
き
」
と
訴
え
た
。

「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」
に

向
け
た
討
議
で
は
、
素
案
作
成
の

叩
き
台
と
な
る
構
成
案
が
事
務
局

か
ら
提
出
さ
れ
、
委
員
の
間
で
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
構
成
案
で
示

さ
れ
た
「
中
間
的
な
取
り
ま
と

め
」
は
全
８
章
立
て
。
５
月
３０
日

に
同
委
員
会
が
ま
と
め
た
「
基
本

的
な
考
え
方
」
を
具
体
的
な
勧
告

へ
の
起
点
と
位
置
付
け
、
今
回
の

中
間
ま
と
め
は
具
体
的
な
方
向
性

を
示
す
も
の
と
位
置
付
け
た
。

こ
の
ほ
か
「
地
方
分
権
改
革
に

お
け
る
基
本
姿
勢
の
明
確
化
」
と

題
し
て
１
章
起
こ
し
、
改
革
の
理

念
を
掲
げ
た
う
え
で
、
「
地
方
が

主
役
の
国
づ
く
り
」
に
向
け
た
改

革
の
柱
と
し
て
▽
地
方
政
府
の
確

立
▽
完
全
自
治
体
の
実
現
―
―
な

ど
全
５
項
目
を
打
ち
出
し
た
。

「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」
の

核
と
な
る
章
は
、
「
国
民
・
住
民

本
位
の
分
権
改
革
…
権
限
移
譲
の

推
進
」
。
条
例
制
定
権
の
拡
大
を

図
り
、
法
令
の
規
定
を
条
例
で

「
上
書
き
」
す
る
範
囲
の
拡
大
を

盛
り
込
む
ほ
か
、
都
道
府
県
か
ら

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
の
法
制
化

推
進
を
明
文
化
し
て
い
る
。

な
お
当
日
、
会
議
に
出
席
し
た

増
田
寛
也
・
総
務
相
は
、
福
田
康

夫
首
相
か
ら
「
地
方
分
権
を
力
強

く
進
め
て
い
く
た
め
、
地
方
分
権

改
革
推
進
委
員
会
の
運
営
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
よ
う
に
」
と
指
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う

え
で
、
「
国
と
地
方
の
役
割
分
担

の
徹
底
的
な
見
直
し
を
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。全

国
市
議
会
議

長
会
は
じ
め
、
都

道
府
県
・
町
村
議

会
議
長
会
の
地
方

３
議
長
会
は
１０
月

３０
日
、
自
民
党
本

部
で
開
か
れ
た
総

務
部
会
の
「
地
方

自
治
に
関
す
る
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」（
座
長

�
�
川
貴
盛
・
衆

議
院
議
員
）に
出

席
し
、
地
方
議
会
議
員
の
法
的
位

置
付
け
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
た
。

会
議
で
は
、
本
会
を
代
表
し
て

出
席
し
た
地
方
行
政
委
員
長
の
大

野
眞
一
・
小
田
原
市
議
会
議
長
が
、

▽
議
員
と
し
て
の
職
責
と
職
務
を

地
方
自
治
法
に
明
文
化
す
る
▽
職

務
遂
行
の
対
価
は
会
議
出
席
の
対

価
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
「
報

酬
」
で
な
く
、
議
員
の
諸
活
動
に

見
合
う
「
歳
費
」
に
改
め
る
―
―

こ
と
を
求
め
た
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
岡
田
荘
史
・

長
野
市
議
会
議
長
）
の
正
副
会
長

・
相
談
役
ら
は
１１
月
６
日
、
医
師

確
保
に
向
け
た
抜
本
的
対
策
な

ど
、
自
治
体
病
院
関
連
施
策
に

関
す
る
要
望
実
現
の
た
め
実
行
運

動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
津
島
雄
二
・
自
治
体

病
院
議
員
連
盟
会
長
は
じ
め
細
田

博
之
・
自
民
党
幹
事
長
代
理
、
佐

藤
勉
・
総
務
副
大
臣
、
二
之
湯
智

・
総
務
大
臣
政
務
官
に
面
談
し
、

要
望
を
行
っ
た
。

こ
の
要
望
は
、
去
る
１０
月
２２
日

に
開
催
し
た
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
で
ま
と
め
た
も
の
。
自

治
体
病
院
が
社
会
的
使
命
を
達
成

で
き
る
よ
う
▽
医
師
確
保
に
向
け

た
抜
本
的
対
策
▽
地
域
医
療
の
確

保
に
向
け
た
経
営
効
率
化
等
に
つ

い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
―
―

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
は
じ
め
、
全
国
自
治
体

病
院
開
設
者
協
議
会
、
地
方
六
団

体
な
ど
１０
団
体
の
主
催
に
よ
り
１１

月
７
日
、
自
治
体
病
院
全
国
大
会

２
０
０
７
「
地
域

医
療
再
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
東
京
・

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
自
治
体

病
院
が
医
師
不
足
・
偏
在
や
経
営

状
況
の
悪
化
に
よ
り
危
機
的
状
況

に
あ
る
中
、
地
域
医
療
を
担
う
自

治
体
病
院
関
係
者
が
政
策
理
解
と

展
望
を
国
民
と
共
有
し
、
地
域
医

療
の
確
保
に
向
け
て
諸
施
策
の
推

進
に
資
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
も

の
。当

日
は
「
医
療
制
度
改
革
と
地

域
医
療
の
確
保
―
地
域
の
病
院
と

り
わ
け
自
治
体
病
院
が
担
う
地
域

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
―
」
を
テ

ー
マ
に
、
基
調
報
告
、
講
演
、
討

論
が
行
わ
れ
、
自
治
体
病
院
関
係

者
約
３
７
０
人
が
参
加
し
た
。

中中
間間
取取
りり
まま
とと
めめ
作作
成成
へへ

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

医
師
確
保
の
抜
本
策
を

病
院
協
が
要
望
運
動

自
治
体
病
院
全
国
大
会

「
地
域
医
療
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

��議議長長会会がが意意見見
自民地方自治ＰＴで

津島自治体病院議連会長（中央）に要望

意見を述べる大野眞一・地方行政
委員長（右、小田原市議長）

討
論
の
も
よ
う
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行

事

予

定

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
秋
山
正
・
倉
敷
市

議
会
議
長
）
は
１１
月
１
日
、
東
京

・
全
国
都
市
会
館
で
理
事
会
を
開

催
。
「
道
路
整
備
の
中
期
計
画
の

作
成
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
な
ど
に
基
づ
き
ま
と
め
ら
れ

た
要
望
を
決
定
し
た
。

調
査
は
、
昨
年
１２
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
道
路
特
定
財
源
の
見

直
し
に
関
す
る
具
体
策
」
に
基
づ

き
作
成
中
の
中
期
計
画
に
対
し
、

寄
せ
ら
れ
た
地
方
の
声
を
反
映
さ

せ
る
た
め
実
施
。
そ
の
結
果
、
中

期
計
画
作
成
に
当
た
り
▽
自
然
災

害
や
救
急
医
療
へ

の
対
応
▽
各
交
通

機
関
や
地
域
間
の

ア
ク
セ
ス
向
上
―
―
を
図
る
道
路

整
備
を
「
最
優
先
事
業
」
に
位
置

付
け
る
こ
と
な
ど
が
、
要
望
項
目

と
し
て
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
は
要
望
実
現
に
向
け
、
山
本
順

三
・
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、
衛

藤
征
士
郎
・
高
速
道
路
建
設
推
進

議
員
連
盟
会
長
に
面
談
し
た
。

当
日
は
国
土
交
通
省
の
�
瀬
輝

・
有
料
道
路
課
長
が
「
高
速
道
路

を
取
り
巻
く
最
近
の
話
題
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
橋
力
・
久
留
米
市
議
会

議
長
）
は
１１
月
２
日
、東
京
・
ル
ポ

ー
ル
麹
町
で
理
事
会
を
開
き
、
広

域
行
政
圏
の
拡
充
強
化
に
関
す
る

要
望
を
ま
と
め
、
総
務
省
な
ど
関

係
方
面
に
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

要
望
は
本
年
８
月
に
加
盟
市
に

対
し
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
踏
ま
え
作
成
し
た
も
の
。

広
域
行
政
圏
は
真
の
地
方
分
権
型

社
会
の
構
築
及
び
行
政
運
営
の
効

率
化
を
図
る
上
で
一
翼
を
担
う
も

の
と
し
て
、
▽
新
た
な
広
域
行
政

機
構
の
構
築
と
財
政
支
援
措
置
▽

地
域
活
性
化
事
業
の
継
続
と
拡
充

強
化
▽
地
域
再
生
の
戦
力
的
な
取

組
の
強
化
▽
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
の
見
直
し
―
―
な
ど
７
項
目

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
は
、
総
務
省
の

岡
本
保
・
自
治
行

政
局
長
に
面
談
す

る
な
ど
要
望
の
実
現
を
求
め
実
行

運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
総
務
省
自
治
行
政
局
の

江
畑
賢
治
・
市
町
村
課
長
が
「
市

町
村
と
広
域
行
政
圏
を
め
ぐ
る
動

向
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

横
須
賀
市
議
会
で
は
平
成
１９
年

の
第
２
回
定
例
会
か
ら
、
本
会
議

場
で
手
話
通
訳
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
の
は
代
表
質
問

と
一
般
質
問
。
会
期
開
始
が
５
月

３１
日
か
ら
の
第
２
回
定
例
会
で
は

１
日
間
、
９
月
１８
日
か
ら
の
第
３

回
定
例
会
で
は
２
日
間
実
施
し
、

計
３
日
間
で
延
べ
１
３
４
人
の
傍

聴
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
議
会
運
営
に
関
す
る

問
題
点
を
解
決
し
、
今
後
の
議
会

の
あ
り
方
や
議
会
制
度
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
「
第
２
次
議
会
制
度
検
討
会

（
議
長
の
諮
問
機
関
）
」
が
１８
年

１２
月
に
議
長
に
提
出
し
た
答
申
を

受
け
て
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

議
場
で
は
、
手
話
通
訳
者
１
人

を
演
壇
横
に
配
置
。
４
人
１
組
の

２
チ
ー
ム
で
計
８
人
の
通
訳
者
が

交
替
で
手
話
を
行
い
ま
し
た
。
計

３
日
間
の
会
議
で
、
延
べ
２５
人
の

質
問
者
の
発
言
を
通
訳
す
る
と
と

も
に
、
答
弁
者
の
発
言
も
通
訳
し

ま
し
た
。

本
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
生
中
継
と
録
画
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
録
画
は
本
会
議
終
了

後
、
翌
日
（
土
・
日
・
休
日
を
除

く
）
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。

映
像
は
「
横
須
賀
市
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
議
会
情
報
↓
映

像
↓
横
須
賀
市
議
会
中
継
」
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

横
須
賀
市
議
会
は
こ
れ
か
ら
も

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
議
会
事
務
局
提
供
）

▽
１１
月
１９
日

地
方
六
団
体
�
地

方
分
権
改
革
推
進
全
国
大
会

（
正
午
、
憲
政
記
念
館
）

▽
１１
月
１９
日

公
営
交
通
事
業
都

市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
後
１
時

半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
２１
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
１１
月
２１
日

地
方
行
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
正
午
、

都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
１１
月
２１
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
４

時
、
高
松
市
）

▽
１１
月
２２
日

社
会
文
教
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
１
時
半
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
２２
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
後
３
時
、

全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
２９
日

国
保
制
度
改
善
強

化
全
国
大
会
（
午
後
１
時
半
、

明
治
神
宮
会
館
）

▽
１１
月
２９
日

国
会
対
策
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
川
崎
市
）

本
会
議
で
手
話
通
訳

横
須
賀
市
議
会（
神
奈
川
県
）

議 会
ニュース

要
望
ま
と
め
運
動

広
域
協
が
理
事
会

高
速
協
が
理
事
会

要
望
ま
と
め
る

岡本自治行政局長（右から３人目）に要望

山本国交大臣政務官（着座中央）に面談

演
壇
右
が
手
話
通
訳
者
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全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も
と

に
、
９
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
（
上
）
で

は
来
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
つ
い

て
、
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
が
今
回
、
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
１８
年
６
月
に
医
療
制
度
改

革
関
連
法
が
成
立
し
、
政
府
は
２０

年
４
月
か
ら
７５
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
を
施
行
す
る
。

新
制
度
で
は
▽
こ
れ
ま
で
保
険

料
負
担
の
な
か
っ
た
扶
養
家
族
も

含
め
７５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢

者
か
ら
保
険
料
を
徴
収
▽
月
額
１

万
５
千
円
以
上
の
年
金
受
給
者
は

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
▽
窓

口
負
担
は
７５
歳
以
上
が
１
割
負

担
、
７０
歳
か
ら
７４
歳
は
現
行
の
１

割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
―
―
な

ど
高
齢
者
の
負
担
増
と
な
る
点
も

多
く
、
制
度
の
円
滑
な
運
営
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
意
見
書
で
は
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
▽
高
齢
者
の
生
活
実
態
に

即
し
た
保
険
料
の
設
定
▽
制
度
内

容
の
周
知
徹
底
▽
低
所
得
者
に
対

す
る
保
険
料
の
軽
減
免
措
置
▽
広

域
連
合
が
行
う
保
健
事
業
へ
の
財

政
支
援
―
―
な
ど
制
度
の
見
直
し

を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
与
党
の
高
齢
者
医
療
制

度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
高
齢
者
医
療
の
負
担
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
今

年
１０
月
に
負
担
増
の
凍
結
な
ど
激

変
緩
和
措
置
を
講
ず
る
考
え
を
示

し
て
い
る
。

▼
議
長

▽
大
洲

岡

孝
志（
９
・
２６
）

▽
座
間

伊
澤
多
喜
男（
９
・
２７
）

▽
鹿
沼

小
松
英
夫（
９
・
２７
）

▽
館
林

長
谷
川
正
博（
９
・
２７
）

▽
羽
曳
野

吉
田
恭
輔（
９
・
２７
）

▽
摂
津

藤
浦
雅
彦（
９
・
２７
）

▽
有
田

生
駒
三
雄（
９
・
２７
）

▽
角
田

玉
手
安
博（
１０
・
２
）

▽
和
泉

逢
野
博
之（
１０
・
２
）

▽
柏
原

巽

繁（
１０
・
３
）

▼
副
議
長

▽
大
洲

村
上
常
雄（
９
・
２６
）

▽
座
間

小
野
た
づ
子（
９
・
２７
）

▽
鹿
沼

赤
坂
日
出
男（
９
・
２７
）

▽
館
林

高
山
吉
右（
９
・
２７
）

▽
裾
野

土
屋
篤
男（
９
・
２７
）

▽
摂
津

野
口

博（
９
・
２７
）

▽
有
田

堀
川

明（
９
・
２７
）

▽
宇
和
島

上
田
富
久（
９
・
２８
）

▽
角
田

伊
藤
善
昭（
１０
・
２
）

▽
柏
原

藤
森
洋
一（
１０
・
３
）

▽
和
泉

服
部
敏
男（
１０
・
４
）

▼
事
務
局
長

▽
塩
尻

神
戸

保（
１０
・
１
）

▽
日
進

伊
藤
一
正（
１０
・
１
）

▽
枚
方

山
下
寿
士（
１０
・
１
）

議

会

人

事

議会
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
」最
多

９９
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（上）

意見書・決議の議決状況（上） （１９．８．１～１９．１０．３１）

決 議

【税・財政】 【 ４０】 【 １】
○地方税財源の充実・強化 ３１ ―
○固定資産税・都市計画税の軽減措置等の ５ ―
継続
○その他 ４ １
【地方行政・議会・選挙】 【 １７】 【 ０】
○地方議会制度の充実強化 １２ ―
○その他 ５ ―
【医療・保健衛生】 【 ２０８】 【 １】
○後期高齢者医療制度の見直し ７６ ―
○医師・看護師不足の解消 ３２ １
○歯科医療の保険の適用範囲拡大 １７ ―
○乳幼児医療費無料制度の創設など １５ ―
○助産所の存続 １４ ―
○肝炎問題の早期全面解決 １１ ―
○国民健康保険財政への支援強化 １１ ―
○国民医療を守るための医療提供体制の再 ９ ―
構築
○地域医療の充実確保 ４ ―
○療養病床の廃止・削減計画の中止 ３ ―
○その他 １６ ―
【教育・文化】 【 ２７２】 【 ４】
○いじめ・不登校対策の施策の充実 ５４ ―
○私学助成の充実 ５２ ―
○義務教育費国庫負担制度の堅持 ４３ ２
○教育予算の確保と充実 ４０ ―
○次期教職員定数改善計画の実施 ２０ ―
○高校教科書検定における沖縄戦「集団自 １５ １
決」の正しい記述
○国際園芸博覧会の多摩地域での開催 ９ ―
○３０人以下学級の実現 ９ ―
○「学校安全法」（仮称）の策定など総合的 ６ ―
な学校の安全対策
○その他 ２４ １
【農林・水産】 【 １０６】 【 ０】
○日豪ＥＰＡ交渉での農産物重要品目の除 ２５ ―
外
○有害鳥獣対策の抜本強化 ２２ ―
○ＢＳＥ対策の財政措置の継続 １８ ―
○稲作農業が継続可能となる政策の拡充 ９ ―
○飼料価格の高騰による農家負担の軽減と ８ ―
国産飼料の増産等
○森林・林業・木材関連産業の振興 ５ ―
○都市農地の保全の見直しと、多様な担い ５ ―
手の育成
○その他 １４ ―
【公害・環境保全】 【 ２３】 【 ４】
○異常気象による災害対策や地球温暖化対 １３ ―
策の強化
○その他 １０ ４
【合 計】 【 ６６６】 【 １０】
【総合計】 【 １４５８】 【 ４０】

意見書件 名

第１６７０号 平成１９年１１月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	１面
	２面
	３面
	４面

